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昭和49･12 マウスの C&r箭 CAciui;efO=f?irm%aBsFqDsu;eo鵠 派内感染に
の二相性とは全 く逆の現象が,マウスのクリプ
トコックス感染において示された｡
この機構について検討した結果は
a)大量静注の1時間後にLPSを与えると,
単独群にくらべて,肺における生菌数が少
なく,また肺栓塞所見も軽いことが認めら
れた｡この現象については,LPSの肺循
環系に与える直接作用により毛細血管内で
栓芸状態にある菌体のうちの相当数が肺静
脈,心を経て全身に送り出されるために,
マウスは肺栓塞による死亡を免がれるo
b)中等量の接種と同時にEまたはLPSを
- 25-
併用した場合でも,肺に留まる菌数は単独
接種に比して少なくなり,その結果肺肉芽
腫形成による中期死亡を免がれる｡
C)LPSで3-7日前に処置tされたマウス
は著明な体重減少をきたし, その回復は1
週間後でも十分でない｡このように一時的
な発育阻害を受けたマウスでは,対照マウ
スに比べて肺毛細血管床が比較的に少な
く,これが,肺栓塞は勿論,肉芽腫形成病
変による呼吸障害を助長する結果となり,
死亡を促進するものと思われる｡
